



















































































財政と公共政策　第 34 巻第 2号（通巻第 52 号）2012 年 10 月
水道料金が高いということで，市民の中には水道を使わないで井戸を掘る場合もあります．
地下水をくみ上げて，家庭や小さな工場では，それを使ったりするわけですけれども，それが
原因で地盤沈下が起きて，ちょっとした雨でも川が氾濫するといったことが問題として起きて
います．
最後にまとめますと，民営化によってサービスが改善しない理由は二つあります．
一つは，高収益の保証と違約金の存在で，一言で言うと，民間の事業者がリスクを負わない
仕組みになっていることです．二つ目は，フルコスト・リカバリーによって，投資費用を消費
者から回収するということに限界があったのではないかということです．
水道事業への民間参入については，民間参入による技術革新はどの程度あるのかを考える必
要があると思います．水道は，基本的にローテクだとよく言われます．電力では，まったく何
もないところから電力を起こすというのは技術革新の余地が生まれやすいと思いますけれど
も，水道は電力に比べたらローテクで，民間企業が必ずしも入らなければいけないわけではな
いのではないか．つまり民営化は目的というよりかは手段として考えた方が良いのではないか．
では，途上国の水道事業がそのままでいいのかと言うと，そういうわけでもありませんで，
例えば，横浜市水道局はベトナムのフエ市に対して技術支援を行ったりしていますし，事業改
善には民営化だけではなく，他の可能性もあるのではないかということです．
水道は基礎的な社会サービスで，裨益が幅広く社会全体に及ぶ社会的共通資本ですので，水
道事業の費用は，水道料金だけではなく，公的な財政支出によって社会全体で負担する仕組み
が必要ではないかと考えます．フルコスト・リカバリーではなくて，サステイナブル・コスト・
リカバリーで，三つの T（Tariffは水道料金．Taxは財政負担．Transferは海外からの援助）
を組み合わせていくことが必要ではないかと考えております．ありがとうございました．
司会：
ここからは，討論者の方にご討論をいただきます．最初に滋賀大学の中村先生，よろしくお
願いいたします．
討論 1
滋賀大学　　　　　
中村　正久　先生
中村です．諸富さんのリーダーシップのもとで大変素晴らしい企画をして頂き，先ほどから非
常に感心しながらプレゼンテーションと議論を伺いました．私の研究関心は琵琶湖淀川が中心で
すが，こういう会をぜひあちらの方でも行って頂きたいと思いながら聞いておりました．
私のコメントの切り口は財政学あるいは経済分野の先生方と違い非常に乱暴で，問題意識は
だいたいこういうところにあるけれども，どうでしょうかというレベルです．
